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12ふくろい市議会だより

今
年
度
の
一
般
職
の
退
職
者
は
17
人
で
、来
年
度
の

一
般
職
の
採
用
は
、保
健
師
3
人
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
れ
以
外
は
補
充
し
な
い
の
か
。

　
保
健
師
以
外
の
一
般
職
は
採
用
を
見
合
わ
せ
た
。
合
併
協
議
会
の
協

定
書
の
中
で
、幼
稚
園
の
教
員
、保
育
士
等
を
除
い
た
一
般
職
は
、退
職
者

の
3
割
補
充
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、退
職
者
が
定
員
適
正
化
計

画
の
削
減
予
定
数
を
下
回
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
他

の
一
般
職
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

　
当
初
に
予
定
し
て
い
た
数
は
2
4
0
基
で
、そ
の

う
ち
つ
け
か
え
が
22
基
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

2
6
8
基
で
そ
の
う
ち
17
基
が
つ
け
か
え
で
あ
る
。

※
詳
細
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

総務文教
委員会

総務文教
委員会

　
待
機
児
童
は
、あ
さ
ば
保
育
園
が
認
可
さ
れ
る
前
の
平
成
18
年
10
月
に
は

32
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、平
成
19
年
4
月
に
は
42
名
、同
年
10
月
末
に
は
56
名

と
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
保
育
所
は
こ
れ
ま
で
民
間
主
導
で
動
い
て
き
た
経
過
が
あ
り
、土
地
確
保

等
の
関
係
で
市
内
中
心
部
に
園
が
少
な
い
状
況
が
あ
る
。こ
の
た
め
、乳
幼
児

の
転
入
者
が
多
い
南
地
区
、市
北
部
の
山
梨
地
区
や
市
内
中
心
部
に
待
機
児

童
が
存
在
し
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
に
よ
る
偏
り
は
出
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
国
保
に
加
入
し
て

い
た
者
の
一
部
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
さ
れ
る
が
、国
保
を
継

続
す
る
市
民
が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、国
保
税
の
軽
減
措
置
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、国
保
税
資
格
管
理
に
関
わ
る
電
算
シ
ス
テ
ム
を
修
正
す
る

た
め
の
委
託
料
で
あ
る
。

民生福祉
委員会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
電
算
シ
ス
テ
ム

委
託
料
6
0
0
万
円
の
内
容
は
。
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　（
仮
称
）地
域
交
流
プ
ラ
ザ
建
設
予
定
地
を
埋
立
て
す
る
に
あ
た
り
、周

辺
へ
の
影
響
を
な
く
す
た
め
に
三
角
地
を
遊
水
池
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

必
要
性
に
つ
い
て
は
、地
域
か
ら
の
要
望
で
も
あ
り
、現
地
の
状
況
か
ら
こ

こ
が
最
適
だ
と
判
断
し
た
。

建設経済
委員会

建設経済
委員会

　平成19年度一般会計・特別会計・企業会計の各

補正予算や条例の制定・一部改正などの議案を各常

任委員会で審査しました。

　
ま
だ
、全
て
で
は
な
い
。
“浅

羽
町
”の
標
記
が
残
っ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
、現
在
、各
担

当
課
で
調
査
を
し
て
お
り
、

今
年
度
中
に
シ
ー
ル
を
貼
る

な
ど
し
て
直
す
小
型
の
も
の

が
ま
だ
あ
る
。
大
型
の
も
の

も
若
干
残
っ
て
お
り
、今
年

度
ま
た
は
来
年
度
の
予
算
で

直
し
て
い
く
。
な
お
、ひ
ら
が

な
で
“あ
さ
ば
”が
標
記
さ
れ
、

“町
”が
つ
い
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、浅
羽
地
域
、浅

羽
地
区
と
い
う
考
え
方
に
基

づ
き
、修
正
の
計
画
に
は
入

れ
て
い
な
い
。

　
女
性
の
育
児
休
業
は
ほ
ぼ
1
0
0
％
取
得
さ
れ
て
お
り
、看
護
師
も
期

間
の
長
短
は
あ
る
が
同
様
で
あ
る
。
変
則
勤
務
の
職
場
で
育
児
短
時
間
勤

務
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、一
層
の
調
整
が
必
要
に
な
る
。

総務文教
委員会

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
っ

て
、育
児
短
時
間
勤
務
制
度
が
導
入
さ
れ
る
が
、育
児
休

業
や
有
給
休
暇
等
の
現
行
制
度
は
充
分
活
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、病
院
の
看
護
師
な
ど
特
殊
な
勤
務
形
態

に
お
け
る
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
実
効
性
は
ど
う
か
。

浅
羽
遊
水
池
は
、（
仮
称
）
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
建
設
予

定
地
の
東
側
三
角
地
に
設
置
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

も
っ
と
上
流
部
へ
設
置
す
る
方
が
効
果
的
で
は
。
そ
こ

に
設
置
す
る
必
要
性
は
。

小
川
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し
て
い
る
と
思
う

が
処
理
能
力
は
問
題
な
い
か
。
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

民生福祉
委員会

建設経済
委員会

平
成
19
年
4
月
か
ら
あ
さ
ば
保
育
園
が
認
可
保
育
所

と
な
っ
た
が
、待
機
児
童
の
人
数
は
ど
の
程
度
か
。
待

機
児
童
は
、人
数
の
問
題
と
と
も
に
地
域
に
お
け
る

偏
り
の
問
題
は
な
い
か
。

国
道
1
5
0
号
線
と
市
道
湊
川
井
線
に
あ
る
大
型
標

識
看
板
“あ
か
る
く
さ
わ
や
か
に 

羽
ば
た
く
町 

浅
羽

町
”を
修
正
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、合
併
に
よ
り
書
き

直
す
看
板
は
、こ
れ
で
全
て
終
わ
る
の
か
。

今
年
度
設
置
予
定
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
数
と
そ
の

う
ち
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
つ
け
か
え
の
数
は
ど
の
く

ら
い
か
。

当初 （付替）

 107       （10）

 117   （9）

 16   （3）

 240    （22）

現在（付替）

 143  （4）

 105  （9）

  20    （4）

 268  （17）

5人槽

7人槽

10人槽

合　計

任常 委 員会任常 委 員会 レ ポ ー トレ ポ ー ト

民生福祉
委員会

月見の里学遊館「水玉プール」

小川町浄化センター

湊川井線に設置されている大型標識看板

　
新
規
事
業
等
に
つ
い
て
は
、

委
託
契
約
書
や
仕
様
書
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、

更
衣
室
の
状
況
に
つ
い
て
も

改
善
方
法
を
研
究
す
る
。
水

玉
プ
ー
ル
で
は
電
気
を
使
用

し
て
い
る
が
、袋
井
Ｂ
＆
Ｇ

の
プ
ー
ル
は
Ａ
重
油
を
使
用

し
て
お
り
、原
材
料
等
の
価

格
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け

て
い
る
た
め
、今
後
、運
営
経

費
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

月
見
の
里
学
遊
館
水
玉
プ
ー
ル
の
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
が
、新
規
事
業
等
の
考
え
は
。
ま
た
、更
衣
室

が
寒
い
と
の
声
が
あ
る
が
、最
近
の
光
熱
費
の
高
騰

等
に
伴
う
プ
ー
ル
運
営
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
処
理
能
力
は
、日
量
最
大

3,
1
5
0
m
で
設
定
さ
れ

て
お
り
、平
成
18
年
度
末
の

流
入
量
は
日
量
平
均

1,
7
9
9
m
で
あ
り
、十
分

確
保
し
て
い
る
。
こ
の
区
域

に
つ
い
て
は
、今
回
下
水
道
の

認
可
区
域
に
含
め
て
お
り
、

従
前
の
下
水
道
管
を
修
繕
し
、

不
明
水
対
策
を
し
た
中
で
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
予
定

で
あ
る
。
接
続
後
に
小
川
町

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
取
り
壊
し

を
考
え
て
い
る
。
時
期
に
つ

い
て
は
、予
算
や
修
繕
の
進

捗
状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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